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図１ 牛体外受精卵移植技術の概要
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《畜産現場からの要望》
-低コストで品質の良い体外受精卵の供給-



牛体外受精卵の培養

従 来 法

新規培養システム

血清培地の使
用

無血清培地

問題点
・血清ロットにより生物活性が変動
・優良血清ロット選定に多大の労力と時間を要する
・血清の細菌、ウィルス、マイコプラズマ、異常
プリオン等汚染

・培地調製の手間がかかる

長 所

・完全調製済み無血清培地
・移植可能胚（胚盤胞）生産効率の向上
・移植可能胚の品質向上（受胎率アップ）

牛体外受精卵培養システムの現状と無血清培地
キットの特徴
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凍結生存率 ２）移植可能胚発生
率 １）培地の種類

血清培地及び無血清培地で生産したウシ体外受精卵（胚）の発生能と凍結耐凍
能の比較

１）移植可能胚数（胚盤胞数）/卵子数X１００
２）凍結融解して3日間培養後の生存胚数/胚盤胞数X１００



無血清培地又は血清培地で生産したウシ体外受精卵の移植実証試験
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死産率 ４）流産率 ３）出生率 ２）受胎率 １）移植頭数培地の種類

１）受胎頭数/移植頭数X100、２）出生頭数/受胎頭数X100、３）流産頭数/受胎頭数X100
４）死産頭数/受胎頭数X100



無血清培地又は血清培地で生産したウシ体外受精卵の移植で生まれた子牛
の体重と受胎期間の分布
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韓国における体内及び体外受精卵移植頭数の推移
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